
座長・審査員および発表者へのご案内

●発表時間
「U-35 Case Report Award セッション」ならびに「一般演題」は、発表 5 分・質疑 3 分となります。

●座長の皆様へ
1）  担当セッション開始の 15 分前までに、会場右手前方の「次座長席」にご着席ください。

2）  進行は座長に一任いたしますが、時間厳守にご協力をお願いいたします。

● U-35 Case Report Award セッション審査員の皆様へ
会場前方の「審査員席」にご着席いただき審査をお願いいたします。

1 演題 20 点満点での評価とし、Part 毎に集計いたします。

詳細は P. 6 をご確認ください。

●演者の皆様へ
1）  発表の 30 分前までに会場内の PC 受付にて発表データのチェックをお願いいたします。

2）  一つ前の演者の発表が始まりましたら、会場左手前方の「次演者席」にご着席ください。

3）  演台に上がると最初のスライドが表示されますので、設置されているマウスとキーボード、レー

ザーポインターを使用し、その後の操作は各自で行ってください。

4）  質疑応答、討論につきましては、座長の指示に従ってください。

≪発表データ作成要項≫

・ 発表データは、PowerPoint2007 ～ 2019 ／ Microsoft 365 のバージョンで作成してください。

・ スライドサイズは 16：9 を推奨いたしますが、4：3 でも問題ございません。

・ フォントは文字化け、レイアウト崩れを防ぐため下記フォントを推奨いたします。

　　MS ゴシック、MS P ゴシック、MS 明朝、MS P 明朝

　　Arial、Century、Century Gothic、Times New Roman

・ 発表者ツールはご使用いただけません。発表用原稿が必要な方は各自ご準備ください。

・ 発表データは、USB メモリーもしくは、PC 本体をご持参ください。

・ Macintosh で作成したものと動画データを含む場合は、必ずご自身の PC 本体をお持ち込みください。

≪ USB メモリーにてデータをご持参される場合≫

・ 作成に使用された PC 以外でも必ず動作確認を行っていただき、USB メモリーにデータを保存して

ご持参ください。

・ 発表後、会場の PC に一時保存した発表データは会期終了後、責任を持って消去いたします。

≪ PC をご持参される場合≫

・ PC の電源コード、外部出力用変換ケーブル（HDMI 又は MiniD-Sub15 ピン）は必ずご自身でご用

意ください。

・パスワード、スクリーンセーバーならびに省電力設定は事前に解除してください。

－ 4 －



・バックアップ用のデータを USB メモリーに入れご持参ください。

・PC と電源コードは発表終了後、会場内の PC 受付にてご返却いたします。

●利益相反の開示
すべての演者は、地方会当日に利益相反の開示をスライドで行う必要があります。日本血管外科学会

ウェブサイト上の「利益相反」ページより、「学術総会での発表に関するスライド（和文）」をダウンロー

ドし、発表スライドの 2 ページ目（タイトル後）に掲示してください。

【日本血管外科学会　利益相反ページ】https://www.jsvs.org/ja/about/coi/
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U-35 Case Report Award セッションについて

地方会活性化・若手育成の観点から、血管外科学会学術総会での発表と関連付けた地方会常設の Award 
です。血管外科学会学術総会での U-35 Case Report Award セッションの地方予選的位置づけのセッショ
ンとなります。

＜応募要件＞
① 演題登録時（地方会応募時）に 35 歳以下（研修医を含む）の医師。
② 心臓血管外科専門医資格を取得していないこと。
③ 症例報告で血管外科に関する内容であること。

＜セッションの内容と関連事項＞
① 最優秀賞（学術総会セッションへの推薦演題）を 1 題、優秀賞を 2 題選出します。
② 副賞として、最優秀演題には賞金 10 万円、優秀演題には賞金 5 万円が授与されます。
③  今回の最優秀演題賞受賞者は第 54 回学術総会（2026 年 5 月）の同名セッションで発表していただ

くことになります。学術総会での発表は「One Slide Presentation」で行われます。これはスライ
ド 1 枚を前にしてステージ中央に立ってヘッドセットでプレゼンテーションする形式です。地方
会での発表をそのまま行うのではなく、発表形式が異なることで独創的な工夫が必要となり、地
方会とは異なった緊張感の中で有意義な発表が期待できるという考えに基づいた企画です。

＜審査方法＞
①  自施設から U-35 Case Report Award セッションへの演題応募のない、日本血管外科学会東海・

北陸地方会の顧問・世話人を中心とした審査員による審査です。

　 （1） セッション 1、2、3 の座長各 2 名と審査員各 3 名の計 5 名によりセッション毎に採点します。
　 （2）  症例点（症例と治療に関する評価）10 点とプレゼンテーション点（発表、質疑応答の巧みさ）

10 点、1 演題 20 点満点、全体で 100 点満点の評価となります。

② 最優秀演題の決定方法
1．最高得点の演題
2．同点の演題が複数の場合、最高点を付けた審査員の数が多い演題
3．さらに同点が複数の場合、プレゼンテーション点が高い演題（総会での発表があるため）
4．さらに同点が複数の場合、卒業年の若い演者の演題
5．さらに同点が複数の場合、審査員の協議を経て会長が決定

③  総会（13：50 より）の中で優秀演題の発表と表彰式を行いますので、U-35 Case Report Award セッ
ション演者の先生方は御参加をお願いいたします。
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